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二
面
　
全
木
連
Ｐ
Ｒ
委
員
会
開
催

三
面
　
全
木
連
検
査
部
Ｊ
Ａ
Ｓ
業
務
に

　
　
　
つ
い
て

四
面
　
緊
急
保
証
の
業
種
追
加
指
定

　
　
　
景
況
調
査

一
面
　
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議

　
　
　
開
き
来
年
度
事
業
な
ど
を
検
討

全
木
連
・
全
木
協
連
合
同

　
　常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
開
く

　
全
木
連
と
全
木
協
連
は
二
月
十
九
日

に
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
合
同

の
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
を
開

き
、
平
成
二
十
一
年
度
政
府
施
策
や
全

木
連
、
全
木
協
連
の
事
業
計
画
案
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
都
道
府
県
木
協
連
等
か

ら
事
務
局
の
責
任
者
が
出
席
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
。

　
会
議
は
、
並
木
全
木
連
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
先
ず
、
平
成
二
十
一
年
度

の
政
府
施
策
に
つ
い
て
、
鈴
木
信
哉
林

野
庁
木
材
産
業
課
長
、
岩
本
隼
人
林
野

庁
木
材
利
用
課
長
、
浦
口
恭
直
国
土
交

通
省
木
造
住
宅
振
興
室
課
長
補
佐
か
ら

説
明
を
受
け
た
う
え
で
、
質
疑
を
通
じ

要
望
等
を
伝
え
た
。

　
次
い
で
議
事
に
入
り
、
全
木
連
、
全

木
協
連
の
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
の
う
え
、
意
見
交
換
し
た
。

　
全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
例
年
の
と

お
り
昨
年
末
か
ら
、
全
木
連
事
務
局
全

体
で
検
討
し
て
き
た
も
の
。
平
成
二
十

一
年
度
の
重
点
事
項
は
、
①
木
材
利
用

の
新
た
な
取
組
の
推
進
②
木
材
産
業
の

生
産
加
工
体
制
整
備
③
住
宅
建
築
環
境

変
化
へ
の
対
応
④
品
質
の
確
か
な
木
材

製
品
の
普
及
等
⑤
健
康
・
安
全
対
策
の

推
進
⑥
全
木
連
活
動
の
活
性
化
等
の
取

組
で
あ
る
。
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を

踏
ま
え
て
加
筆
の
う
え
、
三
月
の
総
会

に
諮
り
決
定
す
る
。

　
最
後
に
、
木
材
産
業
を
め
ぐ
る
最
近

の
諸
情
勢
に
つ
い
て
、
①
木
材
・
住
宅

建
築
対
策
本
部
の
対
応
状
況
②
木
材
産

業
各
種
支
援
対
策
・
雇
用
対
策
③
地
球

温
暖
化
の
防
止
等
に
貢
献
す
る
木
材
利

用
の
推
進
に
関
す
る
制
度
④
原
料
転
換

促
進
協
議
会
⑤
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
検
査
事
業

等
の
移
行
措
置
⑥
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ

ン
ド
交
渉
⑦
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
よ
る

間
伐
材
を
利
用
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
の
調

達
⑧
地
球
環
境
問
題
の
政
策
と
木
材
利

用
⑨
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
の

取
組
⑩
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度

の
対
応
⑪
平
成
二
十
一
年
度
乾
燥
関
係

補
助
事
業
・
制
度
融
資
等
の
概
要
⑫
平

成
二
十
年
度
版
木
造
事
例
集
―
そ
の
２

３
―
の
発
刊
案
内
⑬
平
成
二
十
一
年
度

全
国
会
議
等
の
日
程
⑭
住
宅
・
建
築
物

に
お
け
る
木
材
利
用
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
仮
称
）
の
設
立
⑮
平
成
二
十
年
度
木

質
資
源
利
用
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
モ

デ
ル
実
証
事
業
成
果
報
告
会
の
開
催
⑯

利
子
助
成
・
リ
ー
ス
助
成
事
業
の
効
果

的
活
用
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・
連
絡
し

た
ほ
か
、
県
木
連
か
ら
の
情
報
提
供
を

受
け
、
意
見
交
換
の
後
、
終
了
し
た
。

　
全
木
連
が
事
務
局
を
務
め
る
木
材
・

木
製
品
製
造
業
ゼ
ロ
災
推
進
協
議
会
の

全
国
事
務
局
長
会
議
並
び
に
林
材
業
労

働
災
害
防
止
協
会
木
材
・
木
製
品
部
会

の
合
同
会
議
を
二
月
十
九
日
に
東
京
港

区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
開
催
し
た
。

　
各
都
道
府
県
木
連
の
事
務
局
責
任
者

と
関
係
中
央
団
体
が
出
席
し
た
。

　
会
議
は
、
労
働
災
害
の
発
生
状
況
と

労
災
保
険
会
計
の
収
支
状
況
、
労
災
保

険
料
率
の
動
向
、
今
後
の
取
組
み
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
木
材
・
木
製
品
製
造
業
の
労
災
保
険

料
率
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
三
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
ら
れ
、
千
分
の
十
五
と
な

る
。
こ
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
労
災
保

険
料
の
負
担
軽
減
額
は
約
十
五
億
円
に

な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
労
災
保
険
料
率
の
見
直
し
は
三
年
に

一
度
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
今

年
が
新
料
率
で
の
一
年
目
に
あ
た
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
労
働
災
害
の
発

生
状
況
に
よ
っ
て
は
、
逆
に
引
き
上
げ

の
事
態
も
あ
り
え
る
た
め
、
今
年
の
労

働
災
害
防
止
活
動
の
成
績
が
重
要
と
な

る
。
今
後
と
も
、
労
働
災
害
の
発
生
を

減
少
さ
せ
、
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
べ
く
、

会
議
で
確
認
し
た
も
の
。

　
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

　
　
ゼ
ロ
災
事
務
局
長
会
議
を
開
催



全　　　木　　　連　　　時　　　報

―　2　―

平成21年3月25日（水曜日） （第612号）（第三種郵便物認可）

　
全
木
連
は
、
二
月
二
十
日
に
Ｐ
Ｒ
委

員
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
一
年
版
木

材
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
全
木
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
Ｐ
Ｒ
委
員
会
は
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
は
、
平
成
八
年
か
ら

毎
年
作
成
し
て
お
り
、
比
較
的
簡
便
な

全
国
統
一
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
と
し
て
の
ニ
ー

ズ
も
根
強
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
一

年
も
引
続
き
作
成
す
る
。
会
議
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

何
を
主
張
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
の
か

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
意
見
は
幅
が
広
い
が
、
昨
年
版
の
評

価
を
ベ
ー
ス
に
「
健
康
と
木
造
住
宅
」

の
内
容
で
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昨
年
の
ポ
ス
タ
ー
の
評
価
は
概
し
て

好
評
で
あ
り
、
理
由
と
し
て
は
、
モ
デ

ル
が
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
、
図
柄
と
表

現
し
た
い
事
項
が
適
合
し
て
い
た
こ
と
、

明
る
い
感
じ
で
あ
っ
た
こ
と
、
暖
か
み

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見

て
、
こ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
り
、

商
売
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

反
対
に
、
床
が
強
調
さ
れ
て
木
の
「
質

感
」
が
伝
わ
り
に
く
い
、
も
う
一
工
夫

ほ
し
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
欠
け
る

と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
二
十
一
年
版
の
ポ

ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
健
康
」
テ
ー
マ
を
継
続
す
る
こ
と
、

対
象
は
木
材
で
家
を
建
て
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
に
、
木
造
住
宅
の
住
空
間
の

暖
か
さ
、
清
潔
感
な
ど
を
表
現
す
る
よ

う
に
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
以
外
の

住
宅
写
真
を
使
用
し
て
ほ
し
い
、
森
林

と
の
関
係
（
木
材
利
用
に
よ
る
森
林
整

備
、
環
境
保
全
と
の
つ
な
が
り
）
が
表

現
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
会
議
で
は
、
全
木
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
も
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
に

つ
い
て
自
由
に
意
見
交
換
し
、
今
後
の

参
考
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
別
掲
の
と
お

り
だ
が
、
概
し
て
好
意
的
な
評
価
で
あ

っ
た
。
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
週
に

一
回
程
度
の
閲
覧
ま
で
含
め
れ
ば
七
割

以
上
で
あ
り
、
閲
覧
の
度
合
い
が
高
い

の
は
、
木
材
関
連
情
報
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
Ａ

Ｑ
、
全
木
検
関
係
、
合
法
木
材
ナ
ビ
な

ど
で
、
や
は
り
、
業
務
に
直
結
す
る
も
の

に
関
心
が
高
い
。
会
員
に
対
し
て
の
情
報

提
供
手
段
と
し
て
も
五
割
の
利
用
が
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
評
価
と

し
て
は
、「
普
通
」
の
回
答
ま
で
含
め
る

と
九
割
が
役
立
っ
て
い
る
と
し
た
。
更

新
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、「
満
足
」
の
回

答
が
四
十
八
％
で
あ
る
の
で
、
判
断
が

分
か
れ
る
。
掲
載
情
報
の
内
容
、
探
し

や
す
さ
に
つ
い
て
は
、七
割
が
「
満
足
」

と
し
て
お
り
、比
較
的
評
価
が
高
か
っ
た
。

全
木
連
Ｐ
Ｒ
委
員
会
を
開
催

　　
年
版
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
を
検
討

２１

1　全木連ホームページの利用状況
（1）事務局としての利用　以下から選んでください（　　）
①毎日閲覧している
②週に数回閲覧
③週に1度程度閲覧
④あまり見ていない
回答数

（15）

（33）

（　1）
（　8）

（　9）

3％
24％
45％
27％
100％

（2）閲覧するページ
以下から良く閲覧するページを選んでください（いくつでも）
①全木連について
②木材関連情報
③森林を育む木の住まい
④ホルムアルデヒド放散量
⑤労働安全対策
⑥違法伐採問題情報
⑦JASとAQ
⑧出版物イベント
⑨全木連時報
⑩木材関連Q&A
⑪新生産システム
⑫全木協連情報
⑬全国木材検査・研究協会
⑭合法木材ナビ
回答数

（3）会員に対する情報提供手段としての利用
①該当ページを紹介
②あまり利用していない
③わからない
回答数

2　全木連のホームページを通じたPR活動の評価
（1）全体の評価　以下から選んで下さい（　　）
①大変役に立っている
②役に立っている
③普通
④あまり役に立っていない
⑤わからない
回答数

（2）情報更新の頻度　選んで下さい（　　）
①良く更新されていて満足
②もっと迅速な対応が必要
③わからない
回答数

（3）掲載情報の内容　選んで下さい（　　）
①ほぼ満足している
②もうすこし分かりやすい記述にしてほしい
③ある種の情報がかけている
具体的にお願いします
回答数

（4）掲載情報の探しやすさ　選んでください（　　）
①ほぼ満足している
②トップページを分かりやすくしてほしい
③その他のページを分かりやすくしてほしい
④わからない
回答数

（10）
（26）

（　1）
（　5）
（　9）
（12）
（　4）
（　3）
（　6）
（　3）
（　7）
（11）
（14）
（33）

（17）
（16）

（33）

（　3）
（14）
（13）

（　3）
（33）

（16）

（12）
（33）

（21）
（　5）
（　4）

（30）

（22）
（　5）
（　1）
（　1）
（29）

（　　）

（　）

（　　）

（　5）

（　　）

30％
79％
0％
3％
15％
27％
36％
12％
9％
18％
9％
21％
33％
42％
100％

52％
48％
0％

100％

9％
42％
39％
0％
9％

100％

48％
15％
36％
100％

70％
17％
13％
0％

100％

76％
17％
3％
3％

100％

全木連ホームページの情報についてアンケート結果
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全木連検査部のJAS業務の取扱いについては、概要は前月号既報のとおりであるが、詳細は以下のとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　製材JAS検査事業等の移行措置について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）社全木連　検査部

　全木連は昭和43年4月、農林物資規格法に基づいて製材等の登録格付機関として登録されて以来、JAS認定・格付の業務
及びJAS製材品の普及推進等を実施してきたところでありますが、平成21年2月末を持って新JAS法の経過措置期間が終わ
り、全ての検査業務を終了し41年の歴史を閉じて幕を下ろすこととなります。
　平成21年度からはJAS検査関連業務は下記のとおりとなり、新たな登録認定機関である全木検検査部がこれを引き継い
で実施してまいりますが、全木検に移行後も、全木連と同様JAS業務等の検査部業務へのご理解とご協力をお願いいたし
ます。
　なお、JASの普及推進及びJAS制度を通じての木材利用普及活動は全木連として引き続き取り組んで参りますので、今
後ともよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
Ⅰ　JAS業務　
１．登録格付機関業務の廃止
　　2月末日を持って、登録格付機関としての検査業務（一般向けの検査申請に基づく1種検査）は全て廃止となります。
　このことは平成21年2月2日付け20全木連検発第40号『「製材の登録格付機関」の廃止と周知のお願い及び「保存処理製
　材等の第三者検査機関」の業務の終了と移行について』によりお知らせのところであり、その周知方を改めてお願いします。
　　なお、1種検査によるJASマーク表示制度そのものが廃止され、3月1日以降は全木検による認定事業者のみがJASマー
　ク表示が出来る仕組みに1本化されます。
２．認定業務（認定工場の監査業務）の廃止
　　新たな認定業務は既に廃止していますが、全木連の認定工場としての有効期限が平成21年2月末日までとなっているこ
　とから、認定維持のための工場調査（監査業務）も2月末日を持って終了します。
３．第三者検査機関の取り扱いについて
　　製材等（保存処理材を除く）の認定工場（Bタイプ工場）に係る格付のための検査機関としての「第三者検査機関」
　を県木連に設置しています。また、保存処理にあっては全木連が「第三者検査機関」となり、県木連「第三者検査機関」
　の審査員に現地検査をお願いしていますが、3月末までは全木連が第三者の検査業務を実施します。
　　全木検においては、平成21年3月1日付けで全木検第三者検査機関を設立する予定です。
　　4月以降は全木検が認定した事業者（Bタイプ）に係る新たな「第三者検査機関」として、保存処理関係は全木検第三
　者検査機関と県木連の「第三者検査機関」との間で検査員の委嘱を含む「検査委託における検査員の委嘱に関する契約
　書」を結んで検査業務を進めていく予定です。また、製材関係については県木連に設置されている第三者検査機関が、
　全木検から改めて認可を受けて業務を進めていく予定です。
４．機械等級区分装置及びインサイジング機の認定業務の移行
　　全木連は製造業者を認定するにあたって、その製造設備（機械等級区分製材用の機械等級区分装置及び保存処理用の
　インサイジング機）の性能を評価して認定してきましたが、4月以降は全木検が機械等級区分装置及びインサイジング機
　の認定業務を開始します。
５．全木検によるJAS認定業務の実施（全木連の認定工場における全木検への円滑な再認定）
　　全木検の委嘱検査員・審査員の皆様には、全木連の認定工場から全木検への切り替え再認定に係る申請工場の書類審
　査、実地調査及び製品検査等の認定業務をお願いしています。
　　現在、現地審査等が終了した申請者についての判定委員会を随時実施しているところであり、認定に値する申請者に
　ついては法律の経過措置の期限である2月末日を持って一括で認定する予定としています。
　　なお、全木検では本年度既に新規の17工場を認定していますが、全木連からの切り替え認定は、全木連の認定工場47
　9工場（平成20年3月末日現在、廃業等の工場を含む）の内、約360工場程度が見込まれています。

　　なお、既にお願いのところでありますが、認定を取り直さない工場が、平成21年3月1日以降にJASマークを貼付する
　とJAS法違反となりますので充分ご留意ください。

Ⅱ　JAS業務以外の業務　　
１．AQ認証制度に係る試験検査業務について
　　　（　）財日本住宅・木材技術センターが実施するAQ制度（優良木質建材等認証事業）において試験検査機関としての業務に
　ついては、4月1日からは全木検が実施します。
２．ホルムアルデヒド放散等級表示登録業務
　　従前どおり、全木連で実施して参ります。
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21年2月分集計表
モニター数137　　回答数100　　回収率73％

モニター数149　　回答数109　　回収率73％

増加23％（23）
増加22％（22）
上昇　2％（　2）
上昇　5％（　5）

増加36％（36）
増加33％（33）
上昇　2％（　2）
上昇　7％（　7）

強　含　み
　3％（　3）
　5％（　4）
　6％（　5）
　3％（　3）
　5％（　4）

増　　加
16％（15）

減少43％（43）
減少45％（45）
下降28％（28）
下降39％（39）

減少24％（24）
減少28％（28）
下降21％（21）
下降24％（24）

弱　含　み
33％（29）
21％（18）
33％（28）

減　　少
　5％（　5）

33％（31）
33％（28）

保ち合い
64％（57）
74％（65）
61％（53）
64％（60）
62％（52）

変わらず
79％（73）

変わらず34％（34）
変わらず33％（32）
変わらず70％（69）
変わらず56％（55）

変わらず40％（40）
変わらず39％（38）
変わらず77％（76）
変わらず69％（68）

変わらず35％（38）
変わらず37％（41）
変わらず54％（59）
変わらず56％（61）

変わらず42％（46）
変わらず48％（53）
変わらず63％（69）
変わらず62％（68）

保ち合い
36％（19）
59％（23）
47％（21）
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1ヵ月
11％（　2）
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増加17％（18）
上昇　1％（　1）
上昇　6％（　6）

増加22％（24）
増加16％（17）
上昇　1％（　1）
上昇　4％（　4）

強　含　み
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72％（13）

減少48％（52）
減少46％（50）
下降45％（49）
下降38％（41）

減少36％（39）
減少36％（39）
下降36％（39）
下降34％（37）

弱　含　み
54％（28）
31％（12）
48％（21）
46％（46）

1ヵ月以上
17％（　3）
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無 担 保
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